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学校法人関西大学には、2018 年 8 月現在 71 台の ZOLL AED Plus が設置されています。
今回の導入事例について、関西大学「保健管理センター」

1

事務室関係者の方へのインタビューをもとに、紹介いたします。

1　保健管理センター：学生、及び生徒・児童・園児ならびに教職員の健康保持、増進することを目的に、保健管理業務を行い、
　　　　　　　　　　  心身ともに健康な大学生活が送れるように、定期健康診断などを通じて健康という側面から支援を行っています。

導入事例

学校法人　関西大学
ZOLL AED Plus 導入事例

千里山キャンパス　以文館

　関西大学は、2016 年に創立 130 周
年を迎えた歴史ある大学です。
　関西大学の前身は 1886 年に開校し
た関西法律学校ですが、現在では 13
の学部と 13 の大学院研究科、3 つの
専門職大学、1 つの別科を擁し、世界
各地からの留学生を含め、約 3 万人が
在籍する総合大学となっています。さ
らに併設校 ( 幼稚園・小学校・中学校・
高校 ) が 8 校設置されており、約 5 千
人の園児、児童、生徒、及び法人全体
で約２千名の教職員が在籍し、日々最
新の教育環境の下、勉学・研究に取り
組んでいます。
　また、関西大学では創立 130 年周
年を迎えたことを契機に、新たに「未
来を問い、そして挑戦する。」という
長期ビジョンを打ち出しています。こ
のビジョンは、創立 150 周年となる
2036 年へ向けて目指すべき将来像を
実現するための指針となっており、さ
らなる発展に向け、常に躍動し活気あ
る大学として邁進すべく、挑戦を続け
ています。

130 年の歴史がある関西大学ですが、
2010 年は節目となる年でした。より
総合的な大学を目指した “2010 プロ
ジェクト” が完了し、新キャンパスが
開設され、新たな併設校も開校されま
した。これを機に AED も増設されま
した。
同 大 学 で は、 一 般 市 民 も AED を 使
用できるようになった 2004 年から、
AED の設置を進めてきました。
AED の普及が急速に進んだのが 2007
年から 2009 年頃ですので、世間に先
駆けての取り組みでしたが、より安全、

　同大学ではより充実した学生生活が
送れるよう、設備も充実しています。
併設校も含め大阪府内に 6 キャンパス
を擁し、学生寮は 5 施設が設置され、
入寮者は日常生活のサポートを受ける
ことはもちろん、地域の方々も交えた
異文化交流を行える寮もあります。ま
た全国 5 カ所にセミナーハウスが設け
られており、自然にあふれた静かな環
境の中で、キャンパス内とは違った雰
囲気で、教育・研究のより一層の効果
が期待され、教職員・友人と寝食をと
もにすることによって、豊かな人間関
係を育むこともできます。

学校法人 関西大学について

AED 導入の経緯

高槻キャンパス
関西大学たかつきアイスアリーナ

アイスアリーナ館内

医療機器承認番号：22200BZI00015000  
一    般   的   名   称：非医療従事者向け自動除細動器
販　　売　　名　：ZOLL AED Plus  半自動除細動器
                                      高度管理医療機器 特定保守管理医療機器

■ AED は救命処置のための医療機器です。

■ AED に不測の事態が発生した時及び譲渡時、廃棄時、設置場所が変更となった時には製造販売業者または販売業者まで速やかにご連絡ください。

■ AED 設置者及び管理者は品質保証及び安全管理のため、 以下の内容の確認をお願いいたします。
　・ご使用の前に取扱説明書及び、注意書きをよくお読みの上、 正しくお使いください。
　・添付文書は必ずお読みください。
　 ・製造販売業者の推奨する保守点検を行い、いつでも使用できる状態に管理してください。
　・AED のインジケーターや消耗品の有効期限などを日頃から点検してください。
　・電極パッド、バッテリーには交換期限があるため、「AED 消耗品交換時期」タグを 本体またはソフトケース等のわかりやすい 位置に貼り、
　　交換期限の確認及び、  期限内の交換は確実に実施してください。
　・電極パッドは再使用禁止であり、使い捨てです。

　次にソフト面の対応として、定期的
に AED を用いた救命講習を実施して
おり、座学と実地講習で確実に必要な
知識と技能を修得してもらうようにし
ています。特に実地では、必ず全員が
機器に触れ、操作を体験しています。
AED という言葉は知っていても、実
際に触ったことはない方がほとんどだ
と思いますので、この体験は非常に有
用だと思います。毎回アンケートを
とっていますが、受講生の反応は好評
です。

( アンケートでの回答抜粋 )

・胸骨圧迫のフィードバック機能は、実際の使用時に役立つと思った
・パッドが一体型で貼りやすく、貼り間違いがないと思った
・講習を受けて自信がついた
・次回の講習も受講したい

イフを送るための健康支援」の一環と
して、引き続き AED についても様々
な取り組みを行っていくとのことで
す。

図③　インフォメーションセンター　設置 AED 図④　AED 講習会の様子

　受講希望の問い合わせも多いことか
ら、講習会については今後も定期的な
実施を計画しています。
　保健管理センターのミッションであ
る「心身ともに充実したキャンパスラ



ZOLL AED Plus

安心な環境を提供したいという思いが
あったからだと思います。
　当初はトライアル的な意味合いもあ
り、いくつかのメーカーの AED を設
置しました。2004 年以降 AED の増設
は進みましたが、管理面での課題も見
えてきました。AED は各施設にて管
理されているケースもあり、耐用期間
の把握、消耗品の交換等も各施設にて
対応していましたが、台数増加、特に
2010 年のキャンパス拡充に伴い安全
対策の観点からも、管理の主体を明確
にし、一元化する必要があるのではと
いう議論がなされました。検討の末、
AED の管理を保健管理センターに一
元化しました。その結果、キャンパス
全ての AED について情報を把握する

ことができるようになり、タイムリー
でスムーズな対応が可能となりまし
た。それに連動して、“何かあったら
すぐに連絡ができる体制” が整いまし
たので、リスクの軽減にも繋がってい
ます。
　管理体制の変更に伴い、設置 AED
についても機能面、費用面について
再検討を行いました。そして、2014
年 4 月に当時設置されていた 68 台の
AED を 全 て ZOLL AED Plus に 切 り 替
えました。選定の理由としては、胸骨
圧迫のフィードバック機能が搭載され
ていること、また、音声ガイダンスだ
けでなく、ディスプレイ表示とサーク
ルアイコン ( イラスト ) で救命処置の
流れを確認できるため、わかりやすい

ということが挙げられます。また、屋
外の設置場所もありましたので、防塵・
防水性が高いということもポイントで
した。さらに 1 機種に統一することに
より、使用方法を覚えることもスムー
ズになりました。

　関西大学では、現在 71 台 (2014 年
切り替え時 68 台＋ 3 台増設 ) の AED
が設置されています。
　そのうち 32 台がメインとなる千里
山キャンパス内に設置されています。
設置マップ ( 左図① ) で示してあると
おり、キャンパス内のどこにいても迅
速な救命処置が行えるように配置を検
討し、設置されていますので、適切な
時間内に AED を取りにいくことがで
きます。
　千里山キャンパス以外のキャンパ
ス、全ての学生寮、及びセミナーハウ
スにも AED が設置されています。

AED 設置状況

AED 設置のポイント

救命率は 1 分毎に約 10％低下していきます。いかに早く処置をするかが救命の鍵となります。
次ページで説明する「胸骨圧迫開始時間と生存率」と「AED の適正配置」の観点から見ても、関西大学の AED 配置はかなり
高い水準であり、迅速な救命処置が可能です。

図①　千里山キャンパス　AED 設置場所一覧

胸骨圧迫開始時間と生存率

　関西大学では、「AED は設置して終
わりというものではなく、いざという
時に使える状態にしておくことが重
要」と考えています。そのため日常点
検を実施し、機器自体をいつでも問題
なく使用できる状態にしておくことは
もちろん、その他にも様々な取り組み
を行っています。
　まずハード面の対応として、AED

の設置場所をわかりやすく周知するた
めに、設置マップを作成し、ホームペー
ジ等への掲載を行っています。さらに
設置場所にステッカーを掲示するとと
もに、その下に設置場所 ( 設置階・場所 )
を記載したシール ( 図②、③ ) も掲示
しています。キャンパス内の大きな建
物でも、この案内があることにより、
すぐに AED を見つけることができる

と思います。また週末等に地域の方々
などを対象にしたイベントが開催さ
れ、学生以外の方がキャンパスを利用
する機会も多いため、そういった方に
も使用していただけるよう、24 時間
オープンしている「インフォメーショ
ンセンター」にも AED を設置 ( 図③ )
しています。

設置後の取り組み

図②　千里山キャンパス　東体育館外観　設置 AED& ステッカー

日本心臓財団、日本循環器学会では、300m 毎の AED 設置 ( 早足で 1 分以内 ) を推奨しています。
羽田空港では、3 分以内に届けられる場所に AED が設置されています。( 設置台数 53 台 )

AED の適正配置


